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Z3８ ﾕ３９労働基準法改悪は差別の再生産．再編成

研
究
す
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
部
会
」
》
男
女
差
別
の
救
済
方
法
と
手

続
き
を
研
究
す
る
「
救
済
法
部
会
」
、
平
等
法
の
施
行
機
関
な
ど
を

研
究
す
る
「
組
織
部
会
」
の
三
作
業
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
、
さ
る
七

月
よ
り
月
一
回
の
研
究
会
と
週
一
回
の
作
業
部
会
を
重
ね
て
い
ろ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

労
働
者
全
体
、
と
り
わ
け
婦
人
労
働
者
の
諸
権
利
に
か
か
わ
る
重

大
問
題
を
、
労
働
組
合
、
婦
人
組
織
や
婦
人
労
働
者
、
革
新
諸
政
党

の
代
表
を
抜
き
に
、
秘
密
樫
に
検
討
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
、
資
本

と
政
府
の
意
図
す
る
方
向
の
反
国
民
性
、
反
労
働
者
性
が
は
っ
き
り

と
現
わ
れ
て
い
ろ
。

「
う
さ
ぎ
小
屋
の
働
き
中
毒
」
と
諸
外
国
に
指
摘
さ
れ
る
日
本
の

勤
労
者
全
体
の
低
賃
金
、
労
働
条
件
の
劣
悪
さ
は
周
知
の
事
実
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
「
平
等
」
を
逆
手
に
と
っ
た
労
基
法

改
悪
を
許
せ
ば
、
戦
後
三
○
余
年
労
働
運
動
と
労
働
組
合
運
動
が
闘

い
取
っ
て
き
た
諸
権
利
の
重
大
な
歯
止
め
を
失
な
い
、
諸
権
利
の
剥

奪
と
一
層
の
劣
悪
化
に
道
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
の
は
明
白
で
あ

る
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
の
本
質
を
見
抜
き
、
改
悪
阻
止
行

動
の
一
助
に
す
べ
く
、
労
基
法
研
究
会
報
告
の
内
容
、
改
悪
の
経
過

と
背
景
、
婦
人
労
働
者
の
実
態
、
諸
外
国
の
情
況
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
と
思
う
。

の
課
題
と
方
向
Ｉ
労
働
基
準
法
研
究
会
報
告
」
は
、
こ
の
第
二
小
一
委

員
会
の
九
年
が
か
り
の
検
討
結
果
の
労
働
大
臣
へ
の
提
言
と
し
て
発

表
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
一
九
七
○
年

に
東
京
商
工
会
議
所
が
労
働
省
に
提
出
し
た
労
基
法
改
悪
提
言
と
ほ

ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

ふ
り
返
っ
て
、
労
基
法
は
、
労
働
組
合
法
な
ど
と
共
に
、
主
権
在

民
を
根
本
精
神
と
す
る
憲
法
の
具
現
化
と
し
て
、
労
働
者
の
基
本
的

諸
権
利
の
確
認
の
た
め
に
、
敗
戦
二
年
後
の
一
九
四
七
年
に
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
労
基
法
が
改
悪
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

こ
ん
に
ち
ま
で
三
○
余
年
ほ
と
ん
ど
改
悪
さ
れ
ず
に
き
た
の
は
、
労

働
者
階
級
の
闘
争
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
婦
人
労
働
関
係
を
み
て

も
、
婦
人
少
年
局
の
廃
止
、
東
京
商
工
会
議
所
の
改
悪
案
の
提
示
な

ど
い
く
た
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
現
行
規
定
が
維
持
さ
れ
て

き
た
の
は
、
婦
人
た
ち
の
抵
抗
と
闘
い
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。

さ
て
労
基
法
は
、
第
一
条
に
お
い
て
「
労
働
条
件
は
、
労
働
者
が

人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
労
働
者
へ
の
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
生
存
権
の

保
障
を
う
た
い
、
そ
の
生
存
権
を
さ
さ
え
る
も
の
と
し
て
、
男
女
労

働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
定
め
て
い
る
。

婦
人
労
働
者
の
権
利
に
つ
い
て
い
え
ば
、
特
に
第
六
章
「
女
子
お

よ
び
年
少
者
」
に
お
い
て
、
時
間
外
労
働
、
深
夜
業
、
危
険
有
害
業

務
、
坑
内
労
働
な
ど
へ
の
婦
人
の
使
用
禁
止
も
し
く
は
制
限
、
出
産

ま
ず
、
昨
年
二
月
一
一
○
日
に
労
基
法
改
正
（
改
悪
）
を
労
働
大

臣
に
提
言
し
た
労
働
基
準
法
研
究
会
に
つ
い
て
記
す
必
要
が
あ
る
。

こ
の
研
究
会
は
「
労
働
基
準
法
の
施
行
の
実
情
お
よ
び
問
題
点
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
」
の
た
め
に
労
働
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
と
し

て
、
一
九
六
九
年
九
月
労
働
省
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
一
委
嘱
さ
れ

た
研
究
会
委
員
は
、
有
泉
享
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
氏
原
正
治
郎
東

京
大
学
教
授
な
ど
学
識
経
験
者
二
○
名
で
構
成
さ
れ
、
婦
人
委
員
は

西
清
子
（
評
論
者
）
、
田
辺
繁
子
（
弁
護
士
）
の
両
氏
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
二
○
名
は
、
「
安
全
お
よ
び
衛
生
」
、
「
女
子
お
よ
び
年
少
者
」
、

「
労
働
時
間
お
よ
び
休
日
」
な
ど
の
柱
に
そ
っ
て
労
基
法
の
再
検
討

に
あ
た
っ
た
が
、
婦
人
労
働
者
の
諸
権
利
の
将
来
に
か
か
わ
る
「
女

子
お
よ
び
年
少
者
」
を
担
当
し
た
第
二
小
委
員
会
は
、
前
記
の
有

泉
、
氏
原
氏
ら
八
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
婦
人
は
田
辺
氏
だ
け
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
委
員
会
の
設
置
の
動
機
は
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
、

自
動
車
産
業
雇
用
会
、
日
本
紡
績
協
会
な
ど
高
度
成
長
期
の
花
型
産

業
資
本
の
要
請
に
あ
り
、
労
働
現
場
を
真
に
代
表
す
る
委
員
が
み
あ

た
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

さ
て
問
題
の
昨
年
一
一
月
出
さ
れ
た
、
正
式
名
「
婦
人
労
働
法
制

従
っ
て
昨
一
九
七
八
年
の
労
基
法
研
究
会
報
告
は
戦
後
初
め
て
の

大
巾
な
労
基
法
「
改
正
」
提
言
で
あ
り
、
結
局
そ
の
内
容
は
、
資
本

と
自
民
党
政
府
が
一
貫
し
て
企
図
し
て
き
た
「
保
護
切
り
捨
て
」
の

具
体
化
で
あ
り
、
合
法
化
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
報
告
」
の
「
Ⅳ
現

行
規
定
の
問
題
点
及
び
そ
の
方
向
」
に
よ
れ
ば
提
言
は
大
要
次
の
よ

う
に
展
開
さ
れ
て
い
ろ
。

の
場
合
の
産
前
産
後
休
暇
、
母
性
保
護
の
た
め
の
生
理
休
暇
な
ど
、

婦
人
の
た
め
に
特
別
な
保
護
の
権
利
を
定
め
、
ま
た
第
一
章
「
総
則
」

第
四
条
で
は
、
男
女
同
一
賃
金
の
原
則
を
定
め
て
い
る
。

Ｉ
「
改
正
」
の
基
本
的
な
考
え
方

①
男
女
平
等
と
職
業
選
択
の
自
由
は
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

た
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
就
業
に
お
い
て
も
男
女
平
等
が
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
新
し
い
男
女
平
等
の

立
法
化
が
必
要
で
あ
る
。

②
し
か
し
他
方
で
は
、
特
別
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
は
女
子
を

保
護
す
る
よ
り
も
か
え
っ
て
職
業
選
択
の
幅
を
狭
め
、
そ
れ
自
体

差
別
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
女
子
に
対
す
る
特
別
措
置
値
、

二
、
「
報
告
」
は
東
京
商
工
会
議
所
の

「
労
基
法
」
改
悪
案
そ
の
ま
ま

一
、
労
基
法
研
究
会
の
設
置
は
資
本
の
要
請
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「
保
護
ぬ
き
平
等
」
が
あ
た
か
も
世
界
の
趨
勢
で
あ
る
か
の
よ
う
な

結
論
を
み
ち
び
き
だ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
に
お

け
る
法
律
は
、
今
日
先
進
資
本
主
義
諸
国
が
投
げ
こ
ま
れ
て
い
る
深

刻
な
矛
盾
と
危
機
下
で
の
労
使
の
力
関
係
の
結
果
で
あ
り
、
法
律
だ

け
を
も
っ
て
動
向
を
語
り
、
結
論
を
下
す
の
は
早
計
で
あ
り
、
正
当

で
は
な
い
。
事
実
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
婦
人
労
働
者
た
ち
が
「
保

護
も
平
等
も
」
権
利
と
し
て
要
求
し
、
闘
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
報
告
」
は
、
世
界
の
三
分
の
一
を
占
め
る
社
会
主
義
諸

国
の
婦
人
労
働
者
が
、
未
来
の
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
母
性
の
「
社

会
的
機
能
」
の
確
認
か
ら
、
保
護
も
平
等
も
権
利
が
保
障
さ
れ
、
社

会
主
義
の
発
展
と
と
も
に
権
利
が
拡
大
さ
れ
て
い
ろ
こ
の
動
向
に
は

一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
婦
人
労
働
関
係
の
条
約
と
勧
告
の
解
釈
も
盗
意
的

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
が
保
護
を
差
別
と
み
な
さ
な
い
立
場
を

と
っ
て
い
る
事
実
も
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
。

保
護
切
り
捨
て
の
結
論
を
急
ぐ
「
報
告
」
の
立
場
は
、
「
生
理
休

暇
」
を
「
母
性
保
護
」
か
ら
意
図
的
に
切
り
は
な
し
て
「
一
般
女
子
保

護
」
に
組
み
入
れ
、
深
夜
業
や
時
間
外
労
働
と
共
に
一
括
解
消
の
方

向
を
打
ち
だ
し
た
と
こ
ろ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
平
等
法
の
法
制
化
を
交
換
条
件
に
し
て
だ
さ
れ
た
こ

の
保
護
切
り
捨
て
は
、
一
九
七
○
年
に
東
京
商
工
会
議
所
が
う
ち
だ

し
た
労
基
法
改
悪
の
内
容
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
労
働
基

㈹
男
女
の
生
理
的
諸
機
能
の
差
か
ら
最
小
限
必
要
と
さ
れ
る
規

定
の
み
に
限
る
べ
き
で
あ
る
。

回
そ
れ
以
外
の
特
別
措
置
は
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅱ
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
三
つ
の
施
策

①
男
女
平
等
法
の
制
定

そ
の
法
律
は
次
の
内
容
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

㈹
募
集
、
採
用
、
配
置
、
配
置
転
換
、
賃
金
、
教
育
訓
練
、
昇

進
・
昇
格
、
解
雇
、
定
年
な
ど
雇
用
全
般
に
わ
た
る
性
差
別
の

規
制

回
労
使
の
自
主
解
決
を
う
な
が
す
た
め
に
行
政
機
関
の
指
導
、

あ
っ
せ
ん
、
勧
告
の
権
限
の
合
法
化

ｈ
こ
れ
が
有
効
で
な
い
場
合
の
行
政
機
関
の
是
正
命
令
の
権
限

の
合
法
化

②
一
般
女
子
保
護
の
解
消

労
基
法
第
六
章
「
女
子
及
び
年
少
者
」
に
定
め
る
時
間
外
お
よ

び
休
日
労
働
（
第
六
一
条
）
、
深
夜
業
（
第
六
二
条
）
、
危
険
有
害

業
務
（
第
六
一
一
一
条
）
、
坑
内
労
働
（
第
六
四
条
）
な
ど
の
就
業
禁

止
も
し
く
は
就
労
制
限
は
、
当
面
は
必
要
最
小
限
の
措
置
が
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
解
消
し
て
、
男
性
と
同
一
に
す
べ

き
で
あ
る
。
生
理
休
暇
（
六
七
条
）
と
帰
郷
旅
費
（
六
八
条
）
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

ｑ
０
Ｊ
６
ｌ
０
０
Ｉ
ｌ
Ｐ
４
０
ｄ
０
，
ｑ
ｊ
０
ｎ
Ｉ
。
．
Ⅲ
寸
豈
ｂ
Ｉ
ｉ
０
△
日
々
Ｏ
則
●
０
■
■
Ｉ
ｑ
ｐ
０
、
仰
Ｏ
０
Ｄ
０
９
Ｄ
□
も
Ｃ
Ｕ
Ｉ
。
－
Ｇ
口
０
，
瓠
ロ
０
０
日
●
圧
■
Ｚ
Ｔ
ｌ
Ｄ
０
ｄ
■
□
ロ
ロ
Ⅲ
■
ひ

準
法
に
関
す
る
意
見
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
女
子
の
時
間
外
労
働
の
制

限
の
緩
和
」
、
「
女
子
の
危
険
有
害
業
務
の
就
業
制
限
の
緩
和
」
「
女

子
の
深
夜
労
働
禁
止
の
緩
和
」
「
生
理
休
暇
の
規
定
の
削
除
」
が
、

明
白
な
使
用
者
団
体
の
総
意
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
に
言

え
ば
一
九
七
○
年
六
月
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
五
四
回
総
会
が
「
年
次
有
給
休

暇
に
関
す
る
条
約
」
（
第
一
一
一
一
一
一
号
）
を
採
択
し
て
、
「
｜
年
の
勤
務

に
つ
き
三
労
働
週
」
と
い
う
画
期
的
な
国
際
最
低
基
準
を
だ
し
た
こ

と
に
対
し
て
も
、
東
京
商
工
会
議
所
は
「
こ
れ
を
基
準
法
に
そ
の
ま

ま
採
用
す
る
こ
と
を
避
け
」
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
て
い
る
。
労

基
法
の
年
次
有
給
休
暇
規
定
が
最
低
一
週
間
、
最
高
二
週
間
と
い
う

低
さ
を
考
え
れ
ば
、
諸
外
国
の
動
向
ど
こ
ろ
か
、
時
代
錯
誤
で
あ

り
、
逆
行
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
東
京
商
工
会
議
所
は
、
「
早
急
」
な

る
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
「
季
節
工
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
一
般
従
業
員

と
労
働
の
態
様
が
異
な
る
者
」
へ
の
別
個
の
一
労
働
基
準
の
明
確
化
」

を
要
望
し
て
い
る
。
特
に
大
多
数
を
婦
人
が
占
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
に
は
、
現
行
労
基
法
の
年
次
有
給
休
暇
（
第
三
九
条
）
の
削
減
、

時
間
外
労
働
へ
の
割
増
賃
金
一
一
五
％
（
第
三
七
条
）
の
適
用
除
外
、

労
働
時
間
が
六
時
間
以
上
の
場
合
四
五
分
、
八
時
間
以
上
の
場
合
一

時
間
の
休
憩
（
第
三
四
条
）
の
適
用
除
外
の
早
急
な
実
現
を
要
望
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
定
労
働
者
へ
の
別
ワ
ク
労
働
基
準
の
規

定
は
、
労
働
者
間
に
差
別
と
格
差
を
再
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
。
問

以
上
が
「
報
告
」
の
提
言
で
あ
る
。

さ
て
「
報
告
」
に
つ
い
て
ま
ず
総
論
的
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
「
Ⅲ
諸
外
国
の
動
向
」
に
み
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
諸
外
国
の
法
律
を
一
面
的
に
誇
張
し
て
、

③
母
性
保
護

産
前
の
六
週
間
の
任
意
休
暇
（
第
六
五
条
第
一
項
）
は
変
更
す

べ
き
根
拠
は
な
い
。
多
胎
妊
娠
に
つ
い
て
は
一
○
週
間
に
延
長
。

産
後
休
暇
（
同
第
一
一
項
）
の
現
行
六
週
間
（
う
ち
五
週
間
の
み
強

制
休
暇
）
は
任
意
二
週
間
を
増
や
し
て
八
週
間
に
延
長
。
そ
の
問

の
生
活
保
障
は
、
現
行
の
賃
金
の
六
○
％
保
障
を
据
え
お
き
。
育

児
時
間
（
第
六
六
条
）
は
、
現
行
の
一
日
一
一
一
○
分
二
回
は
変
え
る

必
然
性
は
な
い
。
た
だ
し
、
パ
ー
ト
労
働
者
に
は
一
日
一
回
と
明

記
す
る
こ
と
。
そ
の
所
得
保
障
は
現
行
の
無
給
の
ま
ま
。

解
雇
制
限
（
第
一
九
条
）
は
現
行
の
産
前
産
後
休
暇
中
と
そ
の

後
三
○
日
の
ほ
か
に
、
妊
娠
中
の
制
限
も
検
討
す
る
こ
と
。
新
設

（
１
）
 

規
定
と
し
て
は
、
母
子
保
健
法
に
も
と
づ
く
定
期
検
診
時
間
の
保

障
、
妊
娠
中
、
産
後
の
一
定
期
間
の
深
夜
業
、
時
間
外
労
働
、
危

険
有
害
業
務
の
禁
止
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
註
１
）
妊
娠
七
カ
月
ま
で
四
週
間
に
一
回
、
八
カ
月
か
ら
九
ヵ
月
ま
で

二
週
間
に
一
回
、
一
○
カ
月
か
ら
分
娩
ま
で
一
週
間
に
一
回
、
産

褥
後
期
一
回
。
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の
不
調
、
冷
え
症
、
む
く
み
そ
の
他
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ろ
。

こ
う
し
た
日
常
的
な
不
健
康
状
態
の
結
果
は
、
妊
娠
と
出
産
の
異

常
に
集
中
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
「
異
常
妊
娠
の
経
験
が
あ
り
ま
す

か
」
の
問
い
に
た
い
し
て
、
「
あ
り
」
が
五
三
・
九
％
、
「
な
し
」
が

四
六
二
％
で
あ
り
、
こ
れ
を
昨
年
の
調
査
で
み
る
と
「
あ
り
」
が

二
七
％
、
「
な
し
」
が
七
一
一
一
％
で
、
一
年
違
い
で
異
常
経
験
者
が
急

増
し
て
い
る
。
ま
た
職
種
列
に
み
る
と
、
看
護
婦
（
七
一
・
六
％
）
、

薬
剤
士
（
六
六
・
七
％
）
、
保
健
婦
（
六
六
％
）
、
普
及
員
（
六
一
一
一

％
）
、
そ
の
他
（
六
○
％
前
後
）
の
順
に
高
い
。
昨
年
の
職
種
別
で

み
た
異
常
妊
娠
は
、
や
は
り
看
護
婦
が
最
高
で
あ
る
。

こ
の
母
性
破
壊
の
傾
向
は
、
出
産
の
場
合
に
さ
ら
に
は
っ
き
り
と

現
わ
れ
て
い
る
。
「
異
常
出
産
の
経
験
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
問

い
に
た
い
し
て
、
「
な
し
」
が
三
九
・
九
％
で
、
「
あ
り
」
が
六
○
・

一
％
と
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
を
昨
年
で
み
ろ
と
、
｜
「
な
し
」
が
六

八
％
、
「
あ
り
」
が
一
一
三
％
で
、
異
常
経
験
者
が
倍
増
し
、
有
無
の

関
係
が
逆
転
し
て
い
ろ
。
職
種
別
で
は
、
依
然
保
母
（
六
六
・
七

％
）
、
看
護
婦
（
六
六
・
一
％
）
、
薬
剤
師
（
六
○
％
）
が
高
く
、
し

か
も
今
年
の
い
ち
じ
る
し
い
変
化
は
一
般
事
務
に
激
増
し
（
九
七
・

六
％
）
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
ほ
ぼ
全
員
が
異
常
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
健
康
破
壊
、
特
に
母
性
破
壊
は
看
護
婦
、
保
母
、

薬
剤
士
な
ど
立
作
業
従
事
者
に
多
く
、
な
か
で
も
深
夜
業
に
従
事
し

て
い
る
看
護
婦
に
顕
著
だ
と
い
え
る
。
し
か
も
一
般
事
務
に
も
急
激

題
は
資
本
の
意
志
が
、
労
基
法
研
究
会
の
「
報
告
」
に
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
は
育
児
時
間
を
一
日
三
○
分
一
回
だ
け
の
適
用
（
通
常
は
一
一

回
）
を
法
文
化
せ
よ
と
い
う
形
で
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

平
等
を
強
力
に
主
張
し
て
い
る
「
報
告
」
の
自
己
矛
盾
の
露
呈
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
「
報
告
」
の
内
容
は
、
資
本

主
義
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
で
あ
り
な
が
ら
、
国
際
的
に
は
最
低

レ
ベ
ル
の
出
産
休
暇
の
産
後
に
任
意
二
週
間
の
延
長
で
色
づ
け
し
て

お
茶
を
に
ご
し
、
平
等
に
つ
い
て
は
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
形
式
的

平
等
の
形
態
だ
け
を
つ
く
り
、
実
質
的
平
等
は
何
ら
積
極
的
に
保
障

せ
ず
、
そ
の
真
の
目
的
は
保
護
の
切
り
捨
て
斡
特
に
機
械
に
よ
る
合

理
化
の
な
か
で
生
理
休
暇
を
と
り
あ
げ
、
男
子
と
同
じ
に
時
間
外
労

働
、
深
夜
業
に
従
事
さ
せ
て
、
最
大
限
利
潤
を
追
求
し
、
資
本
主
義

の
危
機
と
矛
盾
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
資
本
の
要
請
に
こ
た
え

る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
現
実
に
は
職

場
と
家
庭
の
二
重
労
働
の
も
と
に
あ
る
婦
人
労
働
者
に
と
っ
て
そ
の

よ
う
な
労
働
サ
イ
ク
ル
を
受
容
し
う
る
条
件
に
な
い
。
従
っ
て
保
護

切
り
捨
て
は
、
婦
人
を
パ
ー
ト
そ
の
他
の
不
安
定
雇
用
に
押
し
流
す

で
あ
ろ
う
し
、
婦
人
労
働
者
間
に
あ
ら
た
な
差
別
を
再
生
産
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
し
、
こ
の
低
賃
金
労
働
者
の
大
量
創
出
は
男
子
労
働
者

の
賃
金
・
労
働
条
件
の
一
層
の
劣
悪
化
を
ま
ね
く
こ
と
は
、
火
を
見

る
よ
り
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
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に
波
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
傾
向
の
全
般
的
蔓
延
を
物
語
っ
て

い
ろ
。
こ
の
よ
う
な
破
壊
は
、
労
働
条
件
、
特
に
減
量
経
営
合
理
化

の
も
と
で
の
労
働
時
間
と
休
日
（
生
理
休
暇
を
含
む
）
に
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
調
査
の
時
間
外
労
働
と
生
理
休
暇
の

結
果
が
生
々
し
く
物
語
っ
て
い
る
。

さ
て
当
日
集
会
に
出
席
さ
れ
た
二
人
の
幼
児
の
母
親
看
護
婦
Ｆ
さ

ん
の
報
告
は
、
調
査
の
数
字
の
中
味
を
生
々
し
ぐ
知
ら
せ
て
く
れ

た
。

「
私
は
手
術
室
勤
務
だ
が
、
体
に
ト
ク
ホ
ン
を
八
枚
位
は
っ
て
い

ろ
。
食
事
も
体
け
い
も
抜
き
で
八
時
間
ぶ
つ
通
し
の
手
術
は
た
び
た

び
。
そ
の
た
め
配
置
さ
れ
て
間
も
な
く
手
首
が
痛
く
な
り
、
職
業
病

と
わ
か
っ
た
。
午
後
四
’
一
○
時
ま
で
の
準
夜
勤
で
も
、
時
間
外
勤

務
も
加
わ
っ
て
夜
中
の
十
二
時
に
終
る
。
そ
れ
で
も
翌
朝
八
時
に
は

勤
務
に
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
ち
と
っ
た
二
・
八
体
制
も
崩

れ
て
、
一
カ
月
一
○
日
も
夜
勤
。
切
迫
流
産
と
早
産
を
一
回
づ
つ
経

験
し
た
」
と
。

専
門
家
に
よ
る
「
流
産
徴
候
発
生
率
の
比
較
」
調
査
に
よ
っ
て
も

そ
の
数
価
は
高
く
、
現
場
一
一
一
六
％
、
事
務
一
一
七
％
、
そ
の
他
二
五

％
、
「
作
業
姿
勢
別
比
較
」
て
は
立
ち
作
業
二
八
・
八
％
、
立
っ
た

り
座
っ
た
り
一
一
七
・
一
一
一
％
、
腰
か
け
お
よ
び
そ
の
他
二
一
一
％
と
で
て

い
る
が
（
’
九
六
七
年
森
山
豊
氏
他
）
、
婦
人
労
働
者
自
身
の
調
査

は
さ
ら
に
深
刻
な
結
果
を
以
上
の
よ
う
に
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ろ
。

つ
い
先
日
、
筆
者
が
自
治
体
労
働
組
合
の
あ
る
地
方
組
織
の
集
会

に
労
基
法
改
悪
に
か
ん
す
る
講
演
に
招
か
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
に
出
席
し
て
い
た
県
立
病
院
の
婦
人
労
働
者
た
ち
が
職
場

で
お
こ
な
っ
た
婦
人
の
健
康
実
態
調
査
の
結
果
を
み
せ
て
く
れ
、
そ

の
健
康
・
母
性
破
壊
の
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
、
驚
樗
し
、
義
憤
を
感

じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
職
場
で
は
八
○
○
人
の
婦
人
が
働
い
て
お
り
未
婚
が
一
一
三
・

五
％
、
既
婚
が
七
六
・
五
％
の
割
合
で
あ
る
。
職
種
別
で
は
最
も
多

い
の
が
一
般
事
務
（
一
一
九
・
四
％
）
、
看
護
婦
（
二
九
％
）
で
、
薬

剤
士
、
栄
養
士
、
保
健
婦
、
保
母
、
技
能
労
務
職
そ
の
他
が
そ
れ
ぞ

れ
グ
ン
と
下
っ
て
一
○
％
以
下
と
い
う
割
合
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
年
お
こ
な
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
身
体
に
異
常
が
あ

り
ま
す
か
」
（
全
職
種
）
と
い
う
問
い
に
た
い
し
て
、
「
あ
り
」
が
五

四
・
五
％
と
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
職
種
別
で
は
看
護
婦
が
最

も
異
状
を
訴
え
て
六
六
・
四
％
、
そ
の
他
が
ほ
と
ん
ど
五
○
％
前
後

で
あ
る
。
異
状
症
状
は
、
肩
・
背
が
は
る
（
一
一
一
九
・
四
％
）
、
生
理

痛
（
一
一
三
・
六
％
）
、
頭
痛
・
頭
重
感
（
一
一
八
・
四
％
）
、
目
ま
い
・

立
ち
く
ら
み
（
一
一
七
・
三
％
）
、
腰
痛
（
一
一
五
・
一
一
％
）
、
全
身
が
だ

る
い
（
一
一
一
一
・
二
％
）
、
眼
が
つ
か
れ
ろ
（
一
一
一
一
・
一
一
％
）
、
胃
・
腸

三
、
蔓
延
す
る
健
康
・
母
性
破
壊
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さ
て
看
護
婦
は
、
電
話
交
換
手
な
ど
と
と
も
に
労
基
法
第
六
二
条

女
子
の
深
夜
業
禁
止
の
適
用
除
外
職
種
で
あ
り
、
同
様
な
健
康
・
母

性
破
壊
は
手
許
に
あ
る
電
話
交
換
手
の
健
康
調
査
結
果
に
も
出
て
い

る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

そ
も
そ
も
深
夜
業
は
、
人
間
の
自
然
な
生
活
リ
ズ
ム
に
逆
行
し
て

労
働
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
労
働
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
産
業
衛
生
学
会
交
代
勤
務
委
員
会

の
「
夜
勤
交
代
勤
務
に
関
す
る
意
見
書
」
二
九
七
八
年
五
月
）
に

よ
れ
ば
、
「
過
去
一
年
間
に
病
気
に
よ
っ
て
休
業
し
た
こ
と
の
あ
る

人
」
は
、
男
で
は
常
日
勤
の
四
三
・
一
一
％
に
た
い
し
て
、
非
深
夜
交
代

五
一
・
九
％
、
深
夜
二
交
代
五
一
一
一
％
、
深
夜
一
一
一
交
代
四
五
・
六
％
、

そ
の
他
五
二
・
八
％
、
女
子
で
は
常
日
勤
の
四
六
・
一
％
に
た
い
し

て
、
非
夜
勤
交
代
が
五
六
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
交
代
制
勤
務
で
、

し
か
も
深
夜
労
働
に
つ
い
て
い
る
者
ほ
ど
病
気
休
業
者
が
多
い
。

今
日
機
械
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
よ
る
合
彊
化
は
、
従
来
の

繊
維
、
電
気
、
食
品
そ
の
他
の
製
造
業
だ
け
で
な
く
一
般
事
務
職
部

門
に
も
及
び
、
単
純
労
働
部
門
の
創
出
と
そ
こ
へ
の
婦
人
労
働
の
大

量
投
入
と
共
に
、
女
子
の
高
学
歴
化
を
活
用
し
た
知
的
集
約
的
部
門

へ
の
婦
人
労
働
の
大
量
投
入
を
資
本
に
急
が
せ
て
い
ろ
。
す
で
に
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
オ
ー
ト
バ
イ
工
場
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
イ
ク
製
造

ラ
イ
ン
に
す
べ
て
婦
人
労
働
を
投
入
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
業
界

（
２
）
 

で
は
シ
ス
テ
ム
ズ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
プ
ロ
グ
ー
フ
マ
ー
な
ど
に
婦
人
労

Ｅ
Ｃ
の
報
告
が
皮
肉
っ
た
日
本
の
長
時
間
労
働
へ
の
「
働
き
中
毒
」

と
い
う
言
葉
は
、
い
ま
で
は
誰
知
ら
ぬ
者
は
な
い
Ｃ

労
働
省
は
こ
れ
ら
の
諸
外
国
の
非
難
を
か
わ
す
か
の
よ
う
に
週
休

二
日
制
（
四
○
時
間
労
働
で
は
な
い
）
を
提
唱
し
て
は
い
ろ
。
最
近

の
傾
向
は
た
し
か
に
週
休
二
日
制
が
増
え
、
完
全
二
日
お
よ
び
変
則

制
の
月
一
一
一
回
、
一
一
回
と
一
回
を
ふ
く
む
週
休
二
日
制
下
の
労
働
者
比

率
は
労
働
省
の
労
働
時
間
制
度
調
査
に
よ
っ
て
も
一
九
七
五
年
の
二

一
・
四
％
か
ら
二
四
％
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
実
態
は
ま
さ
に
「
羊
頭
狗
肉
」
で
あ
っ
て
、
労
働
時
間
は

確
実
に
延
長
し
、
特
に
時
間
外
労
働
は
近
年
上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て

い
ろ
。
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
月
間
所
定
内
労

働
時
間
は
、
前
年
に
比
べ
て
一
九
七
七
年
に
は
わ
ず
か
に
減
少
し
つ

時
か
ら
七
時
と
し
て
お
り
》
日
本
の
一
一
二
時
か
ら
五
時
ま
で
よ
り
一
一

時
間
長
い
。
ま
ず
、
こ
の
国
際
最
低
規
準
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
で

あ
る
。

（
４
）
日
本
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
世
界
最
高
で
あ
る
。
’
九
七
四
年
現
在

で
（
出
生
一
○
万
対
）
三
四
・
五
、
西
ド
イ
ツ
一
一
一
四
・
○
、
イ
タ
リ

ア
一
一
九
・
七
（
三
・
汽
一
」
国
の
四
三
］
の
日
こ
の
二
８
シ
ー
冒
三
）
。

四
、
長
時
間
労
働
大
国
Ｉ
曰
本

急
が
れ
る
時
間
短
縮
と
雇
用
創
出

巳

・
●
抄
中
戸
。
β
０
．
－
百
ト
ー
Ｌ
口
中
‐
団
｜
・
’
’
８
合
ロ
、

甲
Ｓ
Ｐ
ｏ
ｊ
．
」
』
』
Ｌ
０
０
０
吟
‐
．
‐
・
Ｌ
－
胖
向
卜
ら
■
ず
Ｃ
や
Ｉ
‐
‐
、

＋
凸

‐
Ｐ
Ｆ
二
●

。
！
～
‐
』
町
・
』
‐
何
＄
凸
‐
ト
ー
。
」
。
‐
（
』
ウ
・
多
‘
』
・
・
・
・
’
。
」
グ
ー
。
。
←
←
ご
〆
脂
〉
Ｉ
Ｄ
レ
ヘ
ー
斤
〆
牝
し
‐
，
戸
・
■
‐
『
・
叩
ト
ー
．
‐
〈
・
い
げ
ト
ー
ご
』
ん
牢
』

働
の
大
量
活
用
を
急
務
と
し
て
い
る
。
最
大
限
利
潤
を
追
求
す
る
資

本
は
機
械
の
二
四
時
間
稼
動
を
必
要
と
し
、
深
夜
業
を
必
要
と
す

る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
椎
名
武
雄
社
長
が
女
子
の
残
業
、
深
夜
業
制
限
の
廃
止

を
強
力
に
主
張
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
二
九
七
九
年

八
月
二
日
朝
日
新
聞
論
壇
）
。
労
働
者
は
機
械
に
使
わ
れ
、
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
と
労
働
密
度
の
強
化
は
実
質
的
な
労
働
時
間
の
延
長
と
搾

取
強
化
を
招
く
。
他
方
、
機
械
化
は
首
切
り
と
雇
用
合
逗
化
を
進
め
、

大
量
の
失
業
、
潜
在
失
業
と
不
安
定
雇
用
労
働
者
を
創
出
す
る
。
こ

の
資
本
の
労
働
政
策
は
労
働
者
全
体
の
権
利
と
賃
金
を
切
り
下
げ

る
。

（
３
）
 

従
っ
て
絶
対
に
女
子
の
深
夜
業
廃
止
一
と
阻
止
し
、
こ
れ
一
と
歯
止
め

に
し
て
男
性
を
も
含
め
た
深
夜
業
規
正
へ
の
道
を
切
り
開
く
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
連
が
要
求
し
て
い
る
よ
う
な
労
働
運

動
の
側
か
ら
の
技
術
革
新
の
規
制
と
管
理
へ
の
第
一
歩
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
婦
人
労
働
者
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
全
労
働

者
の
生
存
権
、
労
働
権
と
あ
え
て
言
え
ば
健
康
権
の
た
め
に
、
さ
ら

（
４
）
 

に
労
働
者
階
級
の
次
代
の
た
め
に
。

（
注
２
）
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
大
国
で
あ
る
。
’
九

七
五
年
一
○
月
現
在
人
口
一
億
一
、
○
○
○
万
人
に
対
し
約
三
万

台
、
ア
メ
リ
カ
は
一
九
七
五
年
九
月
現
在
人
口
二
億
一
、
○
○
○
万

人
に
対
し
約
七
万
台
。

（
３
）
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
八
九
条
の
女
子
の
深
夜
業
禁
止
規
定
は
、
深
夜
を
二
二

つ
ち
》
男
性
で
は
一
六
四
・
二
時
間
か
ら
一
九
七
八
年
の
一
六
四
・

二
時
間
へ
、
婦
人
で
は
一
五
九
二
一
一
時
間
か
ら
一
五
九
・
六
時
間
へ

と
再
び
増
え
て
い
ろ
。
こ
の
増
加
傾
向
は
所
定
外
労
働
で
は
さ
ら
に

顕
著
で
、
男
性
で
は
一
九
七
五
年
の
一
三
時
間
か
ら
年
々
増
え
て
、

一
九
七
八
年
に
は
一
五
・
二
時
間
、
婦
人
で
は
四
・
八
時
間
か
ら
五

・
五
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
、
資
本
の
週
休
二
日
制
が
い
か
に

ま
や
か
し
で
あ
る
か
、
明
白
で
あ
る
。

さ
て
労
基
法
第
六
一
条
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
、
一
週
間
に
つ

き
六
時
間
、
一
年
間
に
つ
き
一
五
○
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
女

子
に
お
こ
な
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ろ
。
こ
れ
に
対
し
て

労
基
法
研
究
会
の
「
報
告
」
は
第
六
一
条
を
解
消
し
て
、
男
女
平
等

の
た
め
に
婦
人
も
男
性
と
同
じ
に
働
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

ろ
。労
基
法
の
定
め
る
週
労
働
時
間
は
四
八
時
間
で
あ
る
（
第
三
一
一

条
）
。
し
か
し
第
一
一
一
六
条
は
労
働
組
合
と
、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は

労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
使
用
者
が
書
面
に
よ
っ
て
協
定

を
結
べ
ば
、
労
働
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ろ
。

労
基
法
は
男
性
の
時
間
外
労
働
の
歯
止
め
を
定
め
て
い
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
こ
の
条
項
は
男
性
の
無
制
限
の
労
働
を
許
し
、
週
四
八
時
間

制
は
事
実
上
崩
壊
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
一
九
一
九
年
の
第
一
回
総
会
に
お
い
て
、
工
業
的
企

業
に
お
け
る
労
働
時
間
を
一
日
八
時
間
、
一
週
四
八
時
間
に
制
限
す
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資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
時
間
短
縮
、
休
暇
の
拡
大
の
た
め
の
闘

争
は
搾
取
と
の
闘
争
で
あ
る
。
生
理
休
暇
も
ま
た
こ
う
し
た
側
面
か

ら
も
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ろ
。

ま
た
、
危
険
業
務
、
重
量
物
へ
有
害
物
質
取
扱
い
、
高
温
・
低
温
、

騒
音
・
振
動
、
異
常
気
圧
、
電
離
放
射
線
、
酸
素
欠
乏
な
ど
の
婦
人

の
健
康
・
母
体
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
す
で
に
充
分
に
証
明
さ
れ

て
お
り
、
婦
人
は
も
ち
ろ
ん
男
性
へ
の
規
制
も
強
化
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
「
母
性
機
能
等
男
女
の
生
理
的
諸
機
能
の
差
か
ら
規
制
が
必
要

と
さ
れ
る
も
の
に
限
り
」
、
婦
人
を
一
律
に
規
制
す
る
の
は
問
題
で
あ

る
と
し
て
、
労
基
法
の
規
制
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
「
報
告
」
の
立

鰄
場
こ
そ
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
一
○
○
万
人
以
上
の
大
量
失
業

再
が
続
い
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
労
働
衛
生
環
境
整
備
を
放
棄
し
た
資
本

産
に
よ
っ
て
、
危
険
有
害
業
務
に
失
業
者
が
大
量
に
投
入
さ
れ
て
い
る

雛
現
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
坑
内
労
働
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

の別差
五
、
母
性
保
護
も
国
際
最
低
甚
一
準
以
下

は悪敵
労
基
法
研
究
会
の
「
報
告
」
が
権
利
拡
大
の
「
目
玉
商
品
」
に
し

灘
て
い
る
の
は
産
後
休
暇
の
任
意
一
一
週
間
の
延
長
で
あ
る
。
し
か
し
日

綱
本
の
母
性
保
護
は
Ｉ
Ｌ
ｏ
第
一
○
一
一
一
号
の
国
際
最
低
規
準
に
及
ば
な

い
ば
か
り
か
、
第
九
五
号
勧
告
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
と
こ
ろ
が
職
場

７
 

必
実
態
は
産
前
六
週
間
も
満
足
に
取
得
さ
れ
て
い
な
い
Ｃ
労
働
省
の
女

ろ
第
一
号
条
約
を
国
際
最
低
基
準
と
し
て
採
択
し
た
が
、
こ
の
条
約

で
は
時
間
外
労
働
は
一
日
一
時
間
に
制
限
さ
れ
、
交
替
制
労
働
制
限

も
三
週
間
以
下
の
一
期
間
内
の
労
働
時
間
の
平
均
が
一
日
八
時
間
、

週
四
八
時
間
以
下
で
あ
れ
ば
、
一
日
ま
た
は
一
週
に
お
い
て
四
八
時

間
を
認
め
る
、
と
い
う
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
こ

の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
過
保
護
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
婦
人
の
時
間
外
労
働
制
限
で
さ
え
、
第
一
号
条
約
の
定
め
る
基
準

に
達
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
さ
ら
に
一
九
三
五
年
に
労
働
時
間
を
一
週
四
○

時
間
に
短
縮
す
る
第
四
七
号
条
約
を
定
め
、
第
二
次
大
戦
後
欧
米
諸

国
で
は
そ
れ
が
除
々
に
実
現
さ
れ
て
、
’
九
六
○
年
前
後
に
は
五
○

％
以
上
に
普
及
し
、
こ
ん
に
ち
で
は
九
割
以
上
が
週
四
○
時
間
労

働
、
週
休
二
日
制
に
達
し
て
い
る
。
し
か
も
西
欧
諸
国
の
労
働
組
合

は
、
週
一
一
三
時
間
労
働
・
週
休
一
一
一
日
制
を
要
求
し
て
具
体
的
な
運
動

を
お
こ
し
、
一
九
七
八
年
の
春
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
連
が
三
五
時
間

の
統
一
要
求
、
雇
用
創
出
と
失
業
解
決
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一

行
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ろ
。

と
こ
ろ
で
女
子
の
時
間
外
労
働
の
職
場
実
態
は
〈
労
働
省
の
調
査

結
果
の
比
で
は
な
い
。
先
に
あ
げ
た
自
治
体
労
働
組
合
の
公
立
病
院

の
場
合
、
一
カ
月
一
’
五
時
間
は
ざ
ら
で
、
看
護
婦
で
は
一
一
一
一
・
二

％
が
五
’
一
○
時
間
、
三
・
七
％
が
一
○
’
一
一
○
時
間
で
あ
り
、
保

母
で
は
一
一
七
・
五
％
が
一
○
’
二
○
時
間
、
鷺
く
こ
と
に
一
一
・
五
％

戸
◆

ロ

ー
・
１
Ⅱ
斫
品
ｂ
－
ｄ
Ｍ
ｌ
Ｍ
ｐ
ｒ
千
■
い
』
剋
叫

■
０
－
●
１
Ｉ
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Ob 

■１ 

LPO 

が
三
○
時
間
以
上
、
技
能
労
務
で
は
九
・
’
一
一
％
が
五
’
一
○
時
間
、

一
四
％
が
一
○
’
一
一
○
時
間
、
九
・
一
一
一
％
が
一
一
○
’
一
一
一
○
時
間
、
二

・
三
％
が
一
一
一
○
時
間
以
上
で
あ
る
。
労
働
省
の
官
僚
や
学
識
経
験
者

は
こ
う
し
た
実
態
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
甘
え
て
い
る
と
い

わ
れ
る
公
務
員
労
働
者
の
実
態
で
あ
る
。
第
六
一
条
は
風
化
し
、
こ

の
結
果
が
前
述
の
健
康
・
母
性
破
壊
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
い
ま

看
護
婦
さ
ん
た
ち
が
現
在
の
二
・
八
体
制
か
ら
四
・
八
体
制
を
保
障

す
る
人
員
増
加
を
要
求
し
て
執
批
に
闘
っ
て
い
る
。
し
か
し
管
理
者

側
は
ガ
ン
と
し
て
受
け
入
れ
ず
、
男
性
看
護
人
の
配
置
を
ち
ら
つ
か

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
婦
人
の
総
パ
ー
ト
化
、
婦
人
労
働
力
政
策
の
現

わ
れ
で
あ
り
、
資
本
の
め
ざ
す
「
保
護
切
り
捨
て
平
等
」
の
正
体
は

こ
れ
で
あ
り
、
す
で
に
職
場
で
は
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
労
基

法
改
悪
を
許
せ
ば
、
こ
う
し
た
現
象
は
一
般
化
す
る
だ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
改
悪
を
絶
対
に
阻
止
し
、
第
三
六
条
を
検
討
し
、
男
子
の
時

間
外
制
限
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
四
○
時
間
労
働
ｑ
週
休

二
日
制
を
賃
金
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
な
し
に
全
労
働
者
に
実
現
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

労
働
時
間
短
縮
と
合
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
年
次
有
給
休

暇
で
あ
る
。
世
界
で
も
最
低
の
こ
の
休
暇
が
日
本
で
は
完
全
に
取
得

さ
れ
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最
低
四
週
間
、
最
高
五
週
間
保

障
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
せ
め
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
示
し
て
い
る
最
低
三

週
間
に
引
き
上
げ
、
完
全
取
得
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
保
護
実
施
状
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
産
前
の
法
定
四
二
日
に
対
し

て
、
一
九
七
六
年
で
は
三
六
・
四
日
、
一
九
五
一
一
一
年
で
は
一
一
一
六
・
六

日
し
か
休
暇
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
前
出
の
公
立
病
院
の
職
場
調
査

で
は
、
六
週
間
以
下
が
二
一
一
一
・
六
％
、
六
週
間
と
れ
な
か
っ
た
が
四

・
○
％
も
あ
っ
て
、
労
働
省
調
査
を
う
ら
づ
け
て
い
ろ
。

労
基
法
の
母
性
保
護
規
準
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
非
常

に
低
く
、
総
評
も
同
盟
も
こ
れ
に
対
し
て
ほ
ぼ
同
一
の
引
き
上
げ
要

求
を
早
く
か
ら
労
働
省
に
要
求
し
て
い
た
が
、
い
っ
こ
う
に
取
り
上

げ
ら
れ
ず
、
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
「
報
告
」
に

お
い
て
で
あ
る
。
出
産
休
暇
に
つ
い
て
「
報
告
」
は
二
週
間
の
任
意

休
暇
の
増
加
で
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
規
準
に
達
し
た
と
い
う
解
釈
に
た
っ
て
い

る
が
、
休
暇
中
の
所
得
保
障
の
引
き
上
げ
（
現
行
は
賃
金
の
六
○

％
）
、
妊
娠
中
の
診
察
、
治
療
費
、
分
娩
費
の
無
料
化
な
ど
に
つ
い

て
は
ひ
と
こ
と
も
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
っ
た
く
窓
意
的
な
Ｉ
Ｌ
Ｏ
規

準
の
解
釈
と
い
う
外
は
な
い
。

日
本
の
婦
人
労
働
者
の
母
性
保
護
の
権
利
が
ど
ん
な
に
低
い
か
に

つ
い
て
は
、
「
部
落
解
放
研
究
」
一
九
七
八
年
一
二
月
号
拙
稿
「
国

際
人
権
規
約
と
婦
人
解
放
の
新
段
階
」
に
お
い
て
詳
述
し
た
の
で
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
「
日
本
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
母

性
保
護
規
準
の
比
較
」
、
「
出
産
休
暇
に
か
ん
す
る
各
国
の
規
定
」
お

よ
び
「
出
産
休
暇
中
の
所
得
保
障
に
か
ん
す
る
規
定
」
、
「
諸
外
国
に

お
け
る
出
産
手
当
制
度
」
な
ど
の
比
較
、
「
育
児
休
暇
に
か
ん
す
る
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149労働基準法改悪は差別の再生産・再編成
各
国
の
規
定
例
兵
「
総
評
・
同
盟
の
母
性
保
護
規
定
引
き
上
げ
要
求

の
内
容
」
（
労
基
法
改
正
要
求
案
）
な
ど
を
示
し
て
お
い
た
。
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
も
日
本
の
婦
人
労
働
者
の
権
利
の
低
さ
は
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
出
産
休
暇
は
世
界
で
最
も
長
い
の
が
東
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
ニ
ア
の
二
六
週
で
、
資
本
主
義
で
最
も
長
い
の
が
イ
タ
リ
ア
の

五
カ
月
で
あ
る
。
日
本
は
最
も
短
い
ラ
ン
ク
に
入
る
。

出
産
休
暇
中
の
所
得
保
障
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一

○
一
一
一
号
条
約
は
国
際
最
低
基
準
と
し
て
賃
金
の
一
一
一
分
の
二
の
保
障
、

第
九
五
号
勧
告
で
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
し
て
一
○
○
％
保
障

を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
も
日
本
は
六
○
％
と
低
い
ば
か
り
か
、
諸

外
国
に
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
。
妊
娠
期
間
中
の
診
察
、
治
療
代
、

お
産
の
無
料
化
な
ど
も
、
社
会
主
義
諸
国
や
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
一
部

先
進
資
本
主
義
国
と
は
異
な
り
、
お
産
費
用
最
低
一
○
万
円
が
唯
一

の
保
障
で
あ
る
。

育
児
休
暇
に
か
ん
し
て
も
、
婦
人
労
働
者
の
強
力
な
要
求
と
運
動

が
あ
り
な
が
ら
、
婦
人
教
師
な
ど
一
部
職
種
に
無
給
の
育
児
休
業
を

設
け
た
だ
け
で
、
全
母
親
労
働
者
を
網
羅
す
る
よ
う
な
法
制
定
は
ま

っ
た
く
無
視
し
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
「
報
告
」
の
提
言
す
る
産
後
休
暇
の
二
週

間
延
長
は
、
「
目
玉
」
に
な
り
う
る
も
の
で
は
な
く
、
生
理
休
暇
や

女
子
の
就
業
禁
止
・
制
限
な
ど
保
護
切
り
捨
て
へ
の
批
判
を
か
わ
す

お
目
こ
ぼ
し
で
し
か
な
い
。
労
働
組
合
が
要
求
し
て
い
る
よ
う
仁
大

こ
ん
に
ち
の
世
界
的
な
男
女
差
別
撤
廃
に
直
面
し
て
譲
歩
を
迫
ら
れ

る
資
本
の
利
潤
率
低
下
の
防
衛
策
、
奪
還
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
雇
用
機
会
平
等
法
の
法
制
化
と
同
時
に
母
性
保

護
、
就
業
禁
止
・
制
限
な
ど
一
切
の
女
子
保
護
が
廃
止
さ
れ
た
の
も

そ
の
た
め
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
が
労
働
に
お
け
る
男
女
平
等
の
促
進
と
同

時
に
、
就
業
禁
止
・
制
限
に
か
ん
す
る
女
子
保
護
を
四
年
の
期
限
付

き
で
廃
止
す
る
指
令
を
Ｅ
Ｃ
九
カ
国
に
だ
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ

る
。
そ
の
現
わ
れ
方
は
、
そ
の
国
の
革
新
諸
勢
力
、
労
働
組
合
運

動
、
労
働
運
動
、
婦
人
運
動
の
強
弱
に
よ
っ
て
差
が
み
ら
れ
る
。
し

か
し
資
本
の
意
志
は
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
。

他
方
社
会
主
義
諸
国
に
は
搾
取
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
保

護
切
り
捨
て
平
等
」
は
存
在
し
な
い
。
ち
な
み
に
ソ
連
で
は
二
六

五
職
種
の
う
ち
危
険
・
有
害
な
一
九
○
職
種
に
婦
人
は
就
業
で
き
な

い
。
ま
た
一
部
特
定
の
国
民
経
済
部
門
以
外
は
、
す
べ
て
一
三
時
か

ら
六
時
ま
で
深
夜
業
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
差
別
と
は
み

な
さ
れ
ず
、
母
性
保
護
は
拡
大
さ
れ
、
労
働
に
お
け
る
実
質
的
な
平

等
も
進
ん
で
い
る
。
医
師
、
教
師
の
約
七
○
％
は
婦
人
で
占
め
ら

れ
、
高
度
の
科
学
技
術
部
門
も
い
ま
で
は
六
○
％
を
婦
人
が
占
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。
小
学
校
長
の
八
○
％
、
中
学
・
高
等
学
校
長
の
約

三
分
の
一
が
婦
人
で
あ
る
。
国
会
に
あ
た
る
ソ
連
最
高
会
議
々
員
の

三
分
の
一
、
地
方
自
治
体
議
員
の
約
半
分
は
婦
人
で
あ
る
。

さ
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
の
「
人
種
的
経
済
的
平
等

。
。
。
２
Ｚ
。
。
’

巾
な
母
性
保
護
引
き
上
げ
こ
そ
、
婦
人
労
働
者
全
体
の
要
求
な
の
で

あ
る
。

資
本
主
義
社
会
で
は
差
別
は
搾
取
の
道
具
で
あ
る
。
生
ま
れ
、
出

身
国
、
皮
膚
の
色
、
政
治
的
意
見
、
宗
教
、
学
歴
、
家
柄
、
財
産
な

ど
に
よ
る
差
別
と
と
も
に
性
に
よ
る
差
別
も
ま
た
搾
取
の
道
具
で
あ

り
、
資
本
は
こ
れ
ら
の
差
別
を
た
え
ず
再
生
産
し
、
搾
取
を
強
化
し

よ
う
と
す
る
。

就
業
に
お
い
て
は
、
差
別
は
募
集
、
採
用
、
配
置
・
配
置
転
換
、

賃
金
、
教
育
訓
練
、
昇
進
・
昇
格
、
解
雇
、
定
年
な
ど
広
範
囲
に
存

在
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
差
別
撤
廃
の
た
め
の
闘
争
は
搾
取
に
対

す
る
闘
争
で
あ
り
へ
生
き
る
権
利
、
働
く
権
利
、
労
働
に
対
す
る
公

正
な
評
価
と
労
働
者
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
回
復
の
た
め
の
闘
争

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
差
別
撤
廃
の
要
求
は
社
会
発
展
の
必
然
で
あ

る
。し
か
し
な
が
ら
資
本
に
と
っ
て
は
、
就
業
に
お
け
る
差
別
撤
廃
は
、

商
品
と
し
て
の
労
働
力
の
買
入
れ
、
そ
の
活
用
、
そ
の
管
理
の
自
由

を
制
限
、
規
制
さ
れ
？
最
大
限
利
潤
の
追
求
を
は
ば
ま
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
搾
取
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ろ
。
労
働
者
階
級
の
差
別

撤
廃
要
求
を
逆
手
に
と
っ
た
資
本
の
「
保
護
切
り
捨
て
平
等
」
は
、

の
た
め
の
婦
人
運
動
」
（
Ｗ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）
が
「
婦
人
の
権
利
章
典
」
運
動

を
お
こ
し
た
。
そ
れ
は
保
護
と
平
等
の
権
利
を
統
合
し
た
も
の
で
あ

り
、
一
九
七
四
年
三
月
、
一
一
一
○
○
○
人
を
う
わ
ま
わ
る
婦
人
労
働
者

た
ち
が
結
成
し
た
労
働
組
合
婦
人
連
合
（
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｗ
）
に
も
浸
透
し

つ
つ
あ
る
。

「
保
護
切
り
捨
て
平
等
」
は
世
界
の
趨
勢
で
は
な
い
。
石
油
シ
ョ

ッ
ク
以
後
お
ち
い
っ
た
深
刻
な
資
本
主
義
体
制
の
危
機
を
労
働
者
階

級
の
犠
牲
に
よ
っ
て
乗
り
切
り
、
体
制
維
持
を
計
ろ
う
と
い
う
先
進

資
本
主
義
国
の
資
本
の
意
志
で
あ
る
。

自
民
党
政
府
は
、
最
近
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
反
労
働
者
的
な

政
策
を
、
国
内
の
み
に
と
ど
め
ず
、
国
際
的
に
も
押
し
広
め
、
先
進

資
本
主
義
諸
国
内
で
の
労
働
力
政
策
の
強
化
の
イ
ー
ー
シ
ァ
チ
ブ
を
に

ぎ
ろ
う
と
、
労
働
省
を
通
じ
て
積
極
的
な
労
働
外
交
を
進
め
つ
つ
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
八
○
年
に
日
米
労
働
省
会
議
、
一
九
八
一

年
に
は
わ
が
国
で
主
要
先
進
国
労
相
会
議
を
計
画
し
て
い
る
の
も
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。

労
基
法
改
悪
は
大
量
の
失
業
・
半
失
業
を
背
景
と
し
た
権
利
無
視

に
よ
る
差
別
の
一
再
生
産
、
再
編
成
で
あ
る
。
い
ま
こ
そ
統
一
の
条
件

は
成
熟
し
て
い
ろ
。
世
界
的
な
婦
人
労
働
者
の
運
動
、
婦
人
解
放
闘

争
と
連
帯
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
婦
人
労
働
者
の
強
大
な
統
一
行
動

の
形
成
に
よ
っ
て
、
こ
の
労
基
法
改
悪
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
考
え
る
。
（
’
九
七
九
年
一
○
月
一
三
日
）

六
、
保
護
も
平
等
も
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